
れてから、必要な時は、朝早く子供達が起きる前に
自分の研究や仕事をしています。時間の使い方も、
余計なことや今やらなくても良いことは後に回す
など優先順位をつけ、仕事も短期集中でやるように
なりました。子供を産むまでは、家事育児と仕事の
両立が必要だと思っていましたが、実際に子供を産
んでみると、子供が熱を出したら仕事を休まないと
いけないですし、両立ができないことが多いです。
今は、日月単位の短い時間スケールでの両立を目指
すのではなく、数年単位の長い時間スケールで結
果的に両立できればよいかなと考えるようになり
ました。

研究者を目指す学生さんへのメッセージ
　研究者を目指すことのメリットは、研究スキル
が身につくことだと思います。医者や弁護士なども
そうですが、資格やスキルは生きていくための強
力なサポートになります。研究のスキルがあれば
活躍できる場所は沢山ありますので、何らかの事情
でいったん辞職したり休職したりせざるをえなく
なったとしても、その後希望すれば、身についたス
キルを活かすことができるチャンスに巡り合うこ
とができます。その意味でも、女子学生のみなさ
んも躊躇せずに進学して研究者を目指してほしい
と思います。

女性研究者研究活動支援事業に望むこと
　育児をしながら仕事を続けるための切実な問題
としては、仕事をしている間、子供（特に幼児）をど
こに預けるかということがあります。保育園が、大
学や企業それぞれ
に あ れ ば ベ ス ト
と思います。職場
の保育園に子ども
を預けていれば熱
が で た ら す ぐ に
行 っ て あ げ ら れ
るし、産休や育休
から復職する際に
は、復帰のタイミ
ングと入園のタイ

ミングを合わせ易くなります（職場外の保育園の場
合、復職が決まっているにも関わらず待機児童にな
ってしまい、復職をみあわせなくてはならなくな
るケースがあります）。また、子育中の方のみでは
なく介護に携わっている方にも同様に必要だと思
いますが、状況に応じて働き方に融通を効かすこと
ができる時短勤務制度のような支援制度があると
良いなと思います。支援制度が整い、認知されるよ
うになれば、利用希望者も声を上げやすくなると思
います。

水の構造と物性 －研究内容とその魅力－
　私は、「水の構造と機能」をキーワードに、水分子
が関連する様々な物質の物理化学的性質を原子・分
子レベルのミクロな視点から研究しています。水
分子は、地球上や宇宙空間、生体内等に大量に存在
し、自然現象や生体機能を支配する重要な要素とな
ります。私の研究室では特に、惑星科学やエネルギ
ー工学の分野で注目されるクラスレートハイドレ
ート、環境科学の分野で重要な氷、医用材料等とし
て応用性の高いハイドロゲルを中心に研究を展開

しています。水や氷は身近な物質として知られてい
ますが、科学的に見ると理解されていないことが
たくさんあります。私は、水の持つ性質と、様々な
存在状態に応じて発現する現象のメカニズムをミ
クロな視点から明らかにすることを目指して研究
を行っています。

理系分野に進んだきっかけ
　幼少の頃は科学者の伝記を読むのが好きで、高校
に進学してからは数学や物理に強く興味を持ちま
した。大学進学に際しては、両親はどちらかという
と放任主義で、やりたいことをやりなさいという
方針でしたので、迷うことなく理系に進学を決めま
した。純粋な基礎物理よりも、物理学の応用に興味
がありましたので、応用物理学科がある北海道大学
に進学しました。今にして思えば、学科名よりは、
どのような先生がいて、どのような研究が行われ
ているかが肝心なので、あまり学科名にとらわれ
る必要はなかったのかなと思います。大学では、４
年生の時に前晋爾先生の研究室に入りました。前先
生は南極越冬隊の隊長というご経歴をお持ちで、博
士号を取るまでご指導をしていただきました。学
生時代から一貫して続けることとなる水や氷の研
究のきっかけは、学生時代の前先生との出会いにあ
ります。

ワーク・ライフバランスについて
　研究者になってから二人の子供に恵まれ、現在は
長女が5歳、次女が2歳になりました。子供が生ま

分子動力学法を用いて計算した氷結晶の表面構造(270 K)。赤と白
の球は、水分子中の酸素原子と水素原子を示す。図から、融点以下
でも表面層が融解していることがわかる。この結果により、氷表面
で起こる融解現象が、表面層に存在するダングリングボンドの振動
に起因することが明らかになった。

分子動力学法を用いて計算した氷結晶中のCO2分子の軌跡。灰色
と黒の球は水分子中の酸素原子と水素原子を、赤線は結晶中に不
純物として取り込まれたCO2分子の軌跡を示す。図から、CO2 が水
素結合を切断しながら氷結晶中を移動していることが分かる。この
結果により、南極氷床中に取り込まれた数十万年前の大気分子が
氷床中を拡散していることが明らかになった。

2015年度の研究室メンバ
ーと（ 山中セミナーハウス
にて）

深澤 倫子

研究者になれば
活躍できるチャンスが
増えます！
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